
公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会

「公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会」は、地域全体の健康への脅威を
扱い、公共機関、公益事業団体などと連携し、パートナーシップで、地域社会の

公衆衛生の向上及び感染症対策を図る

■大規模災害発生時や感染症発生時には当協会と協定を締結した15自治体の要請を受け次第、
　当協会の感染症予防衛生隊が直ちに出動可能とする体制を維持する。
■パートナーシップで、以下の内容の協定を締結する。

1.a.感染症消毒業務委託契約　【神奈川県、横浜市など12自治体】
   b.感染症媒介蚊等の駆除に関する協定　【横浜市・川崎市】
   c.災害時防疫活動の協力に関する協定　【横浜市・川崎市・二宮町・愛川町】
2.豚熱感染拡大防止のため、畜産関連の車両消毒を24時間体制で実施。
3.千葉県で発生した鳥インフルエンザ感染拡大防止のため、畜産関連の車両消毒を
   24時間体制で実施。
4.蚊媒介感染症予防のため、サーベイランス事業及び幼虫駆除作業を実施。
5.神奈川県下において感染症が発生した場合の対応について当協会予防衛生隊、
   行政機関の感染症担当者及び市民を対象にした公開講座感染症特別講習会を毎年開催。

公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会

「公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会」は、有害・不快生物等、
感染症に関する正しい知識の普及・啓発を行うとともに、市民の相談や検査の

依頼を受けて問題解決を図り、市民の公衆衛生の管理に貢献する

１.協会ホームページによる正しい知識の普及・啓発。
　『あなたの生活をおびやかす有害生物』をホームページに公開。
２.毎年６月４日（ムシの日）に横浜西口そごう前新都市プラザを会場に
　『人に不快な虫・獣展』を実施し、市民への啓発に努める。
３.市民からの種類不明の虫の同定検査依頼に応え、問題解決を図る。（無償）
４.毎年機関紙『情報発信fromかながわ』を行政、関係団体等へ配布。

。施実を談相トッネータンイ・話電るよ』番011虫害『.５

公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会

「公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会」は、
「特定外来生物対策」として、特定外来生物ヒアリの生息に関する調査への

参加協力とともに、協会内での知見を深め、適応の能力を強化する

■横浜港湾地区のヒアリの生息調査及び駆除を実施する。
■協会の研修会でヒアリの生態及び防除方法についての研究に基づく
　講義を行う。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、“Sustainable Development Goals”の略で、2015年9月の
国連サミットで採択された、持続可能でより良い世界を目指す国際社会共通の目標です。

公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

公益社団法人 神奈川県ペストコントロール協会の「人と環境に優しい取り組み」が
持続可能な開発目標(SDGs)のGOAL 3,4,11,15を目指す目標として最適であると

一般社団法人 日本SDGs協会より認められました。

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、
砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る


